
「おにしわくわくネットワーク」による地域学校協働活動

～子供たちの安全・安心と学びの充実のために～

鬼石連携型小中一貫校 学校運営協議会
鬼石連携型小中一貫校（鬼石北小、鬼石小、鬼石中）はコミュニティ・スクールで

す。コミュニティ・スクールとは、地域の人々や保護者などが「学校運営協議会」を
通じて学校運営に参加し、子供たちの教育を支援する公立の小中学校のことです。

コミュニティ・スクール

＜地域で育てる子供の姿＞
地域や自他を大切にし、社会に貢献できる自立した児童生徒

＜地域で目指す学校の姿> 
9年間の学びを大切にし、地域とともによりよく生きる児童生徒を育成する学校

校長

学校経営方針

学校運営
教育活動

学校運営協議会
委員：地域住民、保護者など１２名

学校運営や必要な支援に関する
熟議を行います

地域連携部 広報部 評価部

※地域学校協働活動
推進委員
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地域学校協働本部
「おにしわくわくネットワーク」
構成員：地域ボランティア、保護者など
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学年学級経営・教科指導・読書部

キャリア教育部

郷土学習・地域との交流部

安全教育部

読み聞かせ ミシン支援 検定等監督

地域みまもり隊 通学路清掃 あんしんの家

職業人講話 行事支援 チャレンジウィーク

鬼石祭り学習 上毛新聞社見学 地域づくりセンター見学

藤岡市立鬼石北小学校 ☎５２－２７５４
藤岡市立鬼石小学校 ☎５２－２７５６
藤岡市立鬼石中学校 ☎５２－２７５０

連
絡
先

鬼石中学校の生徒が考案
した、おにしわくわく
ネットワークのオリジナ
ルキャラクターです。

「おにしわくわくネットワーク」は皆様の力を必要としています。「できる人が できる時に、でき
ることを」を合い言葉に無理せず気軽に参加できます。興味がありましたら、下記にご連絡ください。



3月2月

よりよい教育を実現し、子供たちを健やかに育成する「地域とともにある学校」づくり

学校運営協議会 〇小中一貫教育の推進について承認すること

〇計画・評価・改善について熟議すること

〇地域住民の協力・理解・参画の推進を図ること

学校運営協議会の役割

学校運営協議会の１年の流れ

●協議会①5/21 ●協議会②6/26 ●協議会③9/19 ●懇談会11/22 ●協議会④11/28 ●協議会⑤1/29 ●協議会⑥3/14

●委員全員参加による協議会を年６回開催予定 ★･･･地域連携部 ★･･･広報部 ★･･･評価部

＜各部会の活動時期のめやす＞

★ ★通信 ★ ●★★通信 ★通信 ★ ★通信 ★ ★通信 ★ ★ ★通信

各部会の役割

★地域連携部 ★広報部 ★評価部
〇おにしわくわくネットワークを運営・支援し、

教育活動の充実を図ります。地域学校協働活動

推進委員が中心となり、地域人材の募集・活用

を行うとともに、学校とのつなぎ役となります。

〇学校運営協議会の推進状況やおにしわく

わくネットワークの活動、小中一貫教育の

取組の様子について、コミュニティ・ス

クール通信などを作成し、地域に回覧しま

す。

〇学校評価結果について関係者評価を行うと

共に、アクションプランの地域の協力・取組

について評価・考察することで、学校経営等

に対する意見や課題をまとめ校長に提案しま

す。

1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

学校要覧、アク
ションプランを承
認し地域に毎戸配
布します。

ボランティアのつどい6/20

学校課題（学力向上
等）について熟議を
行います。

いじめ問題解決に向け

た教育懇談会の開催に

向け熟議します。

いじめ問題解決に向けた

教育懇談会を開催します。

（子供を交えた協議）

学校課題（学力向上
等）について熟議を
行います。

学校関係者評価及びア

クションプランの評

価・考察を行います。

学校経営方

針（案）を

承認します。


